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本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。 

詳細な内容については会議録を御参照ください。 

衆議院環太平洋パートナーシップ協定等に関する特別委員会ニュース 

平成 28.10.25 第 192 回国会第７号 

 

10 月 25 日（火）、第７回の委員会が開かれました。 

 

 

（質疑者及び主な質疑内容）

あ べ 俊 子君（自民） 

・食品のリスク評価・管理が難しい中、国民に対する食品

の安全性に関する説明責任について、今村参考人はどの

ように考えているか。 

・環太平洋パートナーシップ（ＴＰＰ）協定により食の安

全が脅かされるといった不安について、渡邊参考人はど

のように考えているか。 

・食の安全・安心を確保するために国内体制をどのように

進めていくべきか、今村参考人の所見を伺いたい。 

 

岡 本 三 成君（公明） 

・ＴＰＰ協定によって、消費者たる国民全体としては、商

品購入の選択肢が増えるというメリットがあるとの考え

について、渡邊参考人の所見を伺いたい。 

・グローバルＧＡＰ（Good Agricultural Practice：農業

生産工程管理）やＨＡＣＣＰなどの国際認証の取得に向

けて日本の農業がどのように取り組むべきか、今村参考

人の所見を伺いたい。 

・我が国には農業経営に関する学術機関が少ないことに鑑

み、農業経営に関する教育の提供の重要性と、それに対

する政治・行政の役割について、今村参考人及び渡邊参

考人はどのように考えているか。 

 

松 浪 健 太君（維新） 

・コーデックス規格（国際食品規格）は科学的根拠による

ものと言えるのか、今村参考人の所見を伺いたい。 

・遺伝子組換え食品の表示が国民から見ると分かりにくい

と思うが、今村参考人の所見を伺いたい。 

・日本政府の食糧安全保障に対する考え方について、渡邊

参考人の所見を伺いたい。 

 

 

１ 環太平洋パートナーシップ協定の締結について承認を求めるの件（第 190 回国会条約第８号） 

  環太平洋パートナーシップ協定の締結に伴う関係法律の整備に関する法律案（内閣提出、第 190 回国会閣法第 47号） 

・参考人から意見を聴取し、質疑を行いました。 

（参考人）公立大学法人奈良県立医科大学医学部公衆衛生学講座教授  今 村 知 明君 

     慶應義塾大学総合政策学部教授              渡 邊 頼 純君 


